Studies on the total synthesis and the mode of actions of auripyrones by 竹村 拓馬
Studies on the total synthesis and the mode of
actions of auripyrones
著者 竹村 拓馬
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of




















































い結果(収率76%，anti: syn = 2.8: 1) となった。ついで、 y-ピロンのシリルエノールエーテjレを利用する向
山アルドール~反応について種々のルイス酸を検討した。その結果、四塩化チタンを用いる条件が最も良い



































そこで、滋力を用いて標的分子の精製を行うことができる Ferrite-Glycidylmethacrylate (FG) ビーズにオー
リピロンを結合させることにした。側鎖をアミノ基で修飾したオーリピロンと NHSエステルを持つFGピー
ズを結合させることでオーリピロンの FGビーズを調製した。今後、この修飾FGビーズを用いてオーリピ
ロン類の細胞内標的分子のアフィニティー精製を行う予定である。
審査の結果の要旨
本研究では、まず、様々な海洋天然物の合成に利用できる y倫ピロンの立体選択的アルドール型反応を関
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発した。これは、従来のrピロン化合物の合成反応と比較して、幅広い官能基を持つ目的化合物の合成に
利用できるものであり、合成化学的に有用なものである。さらに、この反応を利用して生物活性を有する海
洋産'1-ピロン型天然物の全合成を行った。この合成により、これまで不明であった天然物の絶対立体化学
を決定した。さらに、本天然物の生物活性発現機構解明のための研究を行い、蛍光基を持つ誘導体(蛍光プ
ロープ)を合成した。この化合物を用いて細抱内の分布を観察した結果、この化合物は細抱質内に広く分布
しており、核、ミトコンドリアなど特定の組織に局在化していないことが分かつた。よって、細胞質内のタ
ンパク質を標的とすることが予想されたため、そのタンパク質を同定するためにナノ磁性f故意立子に本天然物
を間定することにも成功した。
本研究は、反応開発から全合成と生物活性機能に関する研究まで、を行ったものであり、天然物有機化学・
生物有機化学分野において有益な知見を提供したものとして評価される。
平成 25年2月18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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